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202４年度賃金引き上げ夏季手当諸要求第１回団体交渉

急激な物価高の中、社員とその家族が安

定した生活を営み、安心して働くために

は、何よりも賃金の引き上げが必要！
一律ベア１２,０００円！ 基準昇給額逓減撤廃！

夏季手当3.5ヶ月プラス一人１０万円、専任社員はプラス5万円！！

要求獲得に向けて交渉スタート！
本部は２月2１日、「2024年度賃金引き上げ、夏季手当および諸要求の申し入れ」

（申第９号）に基づく、第１回団体交渉を開催しました。

本部は、要求趣旨について「今日の急激な物価高中、実質賃金の価値は目減り

し続けている。また、コロナ禍で、不安な気持ちを持ちながら日々、安全安定輸

送を担い相当過酷な労働となっている。一律ベア12,000円、格差昇給の是正、夏

季手当の満額回答、「新人事・賃金制度等」の見直しや労働条件等の大幅な改善

を実現することは至極当然のことである。切実な現場社員の声にしっかりと応え

ること」等を主張しました。合わせて、昨年春闘での会社のイカサマ的ベア回答

について強く抗議しました。

一方会社は、「新型コロナウイルス感染症の影響などによる厳しい経営状況で

ある。また、諸手当を含めた賃金水準は既に高いレベルにある。夏季手当につい

ても慎重な判断が求められる」と主張しました。

本部は、賃金の引き上げと夏季手当の満額回答、労働条件の大幅な改善等に向

けて、今団体交渉に強く臨むことを重ねて明らかにしました。

第２回団体交渉は２月２６日（月）に開催し、申第９号の会社回答がされます。
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２０２４年度賃金引き上げ、夏季手当及び諸要求の申し入れにあたって

日本国内は新型コロナウイルス感染が、依然残り各企業の業績に影響を与

えている。ＪＲ東海も同様に、インバウンドや旅行旅客が増えているものの、

Ｗｅｂ会議やリモート会議の導入により、ビジネス旅客はコロナ禍前には戻

っていない。

しかし、令和６年度第３四半期決算は連結で３，１８７億円の収益を計上

した。また、通期予想では連結で３，３００億円を予想し上方修正している。

また、年末年始輸送量は前年比１０８％（２０１８年比１０１％）となり、

コロナ禍前までに回復をしてきている。

この結果は組合員・社員が日々の業務中で新型コロナウイルスに抗しなが

ら、最大限努力し、奮闘した結果と言える。しかし、会社はその奮闘に報い

ることもなく、期末手当を２．９５ヶ月という低額に抑え込んだ。また、昨

年の春闘におけるベースアップは、世間相場からかけ離れた極わずかの１，

０００円であり、大きな格差を生んだ。これは、全社員の気持ちを裏切ると

共に、現場で働く全社員の生活設計を破壊した。

また、日本の経済状況はロシアによるウクライナ侵攻やイスラエルでの紛

争により、石油をはじめとしたエネルギー資源の高騰で光熱費の拡大を招き、

円安により多面的な物価上昇が起きている。物価上昇率は高止まりや長期化

する様相を呈している。とりわけ消費者物価については食料品を中心に広範

な品目において上昇があり、消費者物価指数は上昇率が４％台に加速してい

る。

また、厚生労働省が２月６日に発表した「毎月勤労統計調査」では、現金

給与総額指数を消費者物価指数で割った実質賃金は、前年比２．５％減とな

り、実質賃金の減少は２年連続となっている。このことは社員の家計を直撃

し、実質的な賃下げ状態になっている。

また、リニア中央新幹線建設を進めていることからすれば、組合の要求に

応える経営体力は十分あると考える。

従って、賃金引き上げと夏季手当及び労働条件の大幅な改善等を下記の通

り申し入れるので、誠意ある回答を行うこと。
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